
平成 年度（ 年度）から指定を受けた文部科学省スーパーサイエンスハイスクール事業は，平
成 年度（ 年度）より第 期 年間の再指定を受けました。 の指定を受けた学校では，科学技
術系人材の育成のため，各学校で作成した計画に基づき，独自のカリキュラムによる授業や，大学・研
究機関などとの連携，課題研究など様々な取組を行います。
本校では，第 期の成果及び課題を踏まえ，「論理的思考で主体的に探究できるサイエンスエキス

パートと科学的素養を備えたサイエンスサポーター」の育成を目指し，全生徒に対して“科学的素養”を
育成する取組を行います。さらに，それを基に理数科においては“確かな専門性”を育成する取組と“国
際性”を育成する取組を行います。

茨城県立緑岡高等学校
スーパーサイエンスハイスクール

（ ）
県内のＡＬＴを招聘し，数人の班に対して１

人という体制で英語漬けになります。

海外研修
海外の大学や研究機関等での研修や交流を通して異文化を理解し，科学を接点に英語によるコミュニ

ケーション力を高めます。また，海外の文化や先端科学技術に触れることを通して，国際的な視野を養
います。

基礎実験講座
第１学年で理数科に決定した生徒が，スムー

ズに課題研究に入れるように，基本的な実験操
作や測定値の処理について学びます。

進路状況
現役国公立大学合格状況

主な進学先【最近５年】 現役＋浪人（内浪人）
東京工業 ２ １ ，東北 ７ １ ，北海道 １ ０ ，弘前 医・医 １ ０ ，大阪 １ １ ，名古屋 １ １
筑波 １ ，茨城 ２ ，埼玉 ９ ０ ，群馬 ５ ０ ，茨城県立医療 ６ ０ など
その他：医学部医学科 ２ ２

回生 ４回生 ３回生 ２回生 １回生

卒業年度

理数科
合格者数

合格率

普通科理系
合格者数

合格率

英語による科学研究発表会
県内外から多数の学校を迎えて，英語での発

表会を主催しています。

サイエンスラボ
大学の研究室に訪問し，実験したり設備を見

学したりさせてもらいます。

理数科のＳＳＨ
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ＳＳＨ（スーパーサイエンスハ
イスクール）とは…
文部科学省では，将来の国際的な科

学技術関係人材を育成するため，先進
的な理数教育を実施する高等学校等を
「スーパーサイエンスハイスクール」
として指定し，学習指導要領によらな
いカリキュラムの開発・実践や課題研
究の推進，観察・実験等を通じた体験
的・問題解決的な学習等を支援してい
ます。現在，指定校は全国で 校で
あり，茨城県内は 校です。本校は県
内のＳＳＨ指定校のハブ校として，い
ばらきサイエンスコンソーシアムの中
心となっています。

論理的思考で主体的に探究できるサイエンスエキスパートと科学的素養を備えたサイエンスサポーターの育成

▲本校のＳＳＨ（SAKIGAKE PROJECT Ⅱ）概念図
※サイエンスエキスパート：国際的に活躍できる科学系人材
※サイエンスサポーター：文系・理系の区別なく設定した課題を主体的に探究するなどの専門教育の
要素を取り入れ，将来的に科学の発展を多面的に支える人材

ＳＰ科学（第１学年）
様々な科学的内容を通して，ディスカッション力，課題の見つけ方，探究の手法・進め方等を身に付
けることで“科学的素養”を培います。

ＳＰ探究（第２学年普通科）
「ＳＰ科学」の学習を踏まえ，研究課題を明確にして主体的・協働的に探究 調査研究 を行い，得ら
れた結果を根拠に基づいて考察し，最終的に結論を導き出す活動を通して，科学的素養の育成を図り
ます。人文科学，社会科学，自然科学，健康科学等幅広い分野について探究活動を行います。

ＳＥ課題研究
少人数の研究グループに分かれて，自分たちでテーマを決めて探究します。「ＳＰ科学」で培った

科学的素養に基づいて，２年間に渡って研究を進めていきます。この課題研究では，大学生や大学院
生によるチューター制を導入し，また理数科内で学年間交流を実施することで多面的・多角的な視点
から探究に取り組み，“確かな専門性”の育成を図ります。

科学系部活動
科学研究部，生物部，地学部

その他の学校設定科目
教科・科目を横断的に学習したり，学際的な内容や発展的な内容を扱ったりする学校設定科目を第

１～３学年にわたって設定。
「ＳＳ数学α」「ＳＳ物理α」「ＳＳ生物α」「 」「ＳＳ情報」「ＳＳ化学α・β」

普通科のＳＳＨ：サイエンスサポーターの育成を目指します。 理数科のＳＳＨ：サイエンスエキスパートの育成を目指します。

iPS

理数科の特徴
○“理数科”として，また“ＳＳＨの主対象”として様々な事業に取り組みます。
○“確かな専門性”や“国際性”を育成するため，学校設定教科「 」に 系科目を多く開設して

います。２年では，理科３科目を履修します。
「ＳＳ数学β・γ」「ＳＳ物理β・γ」「ＳＳ生物β・γ」「ＳＳ化学」
「ＳＳ数理情報」「サイエンスイングリッシュ」

○難関理工系，医学系進学に向けたハイレベルな授業を展開しています。
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成果発表会

課題研究発表会

ミニ発表会質問ゲームサイエンスツアー iPS細胞の観察


